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忠王李秀成の評価論争
〈
研
究
ノ
ー
ト
V
忠
王
李
秀
成
の
評
価
論
争
問
題
状
況
内
田
義
男
　
忠
王
李
秀
成
。
彼
は
太
平
天
国
革
命
が
生
ん
だ
卓
越
し
た
軍
事
上
の
指
導
者
、
そ
し
て
悲
劇
の
英
雄
と
さ
れ
て
き
た
。
中
国
人
の
心
を
強
く
と
ら
え
て
き
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
が
曾
国
藩
に
処
刑
さ
れ
て
か
ら
百
年
た
っ
た
。
そ
う
し
て
一
九
六
三
年
か
ら
六
四
年
に
か
け
て
、
「
李
秀
成
評
価
論
争
」
が
大
大
的
に
中
国
で
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
民
族
の
英
雄
忠
王
李
秀
成
は
、
太
平
天
国
革
命
事
業
に
対
す
る
裏
切
者
、
投
降
老
、
忠
王
不
忠
と
い
っ
た
烙
印
を
押
さ
れ
た
。
彼
の
輝
か
し
く
み
え
た
戦
績
す
ら
全
面
的
に
否
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
　
こ
の
「
李
秀
成
評
価
論
争
」
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ
て
調
査
研
究
し
て
み
る
と
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
論
争
は
、
た
ん
に
百
年
前
の
人
物
に
つ
い
て
の
評
価
を
め
ぐ
る
論
争
で
は
な
か
っ
た
。
学
術
的
、
超
階
級
的
な
範
囲
に
と
ど
ま
る
性
質
の
論
争
で
は
な
か
っ
た
。
　
つ
ま
り
、
こ
の
論
争
は
、
社
会
主
義
体
制
内
に
於
い
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
世
界
観
と
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
的
世
界
観
と
が
激
し
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
闘
争
を
ま
じ
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
彼
等
中
国
人
に
と
っ
て
、
李
秀
成
に
つ
い
て
の
従
来
の
評
価
を
覆
す
の
が
真
の
目
的
で
は
な
か
っ
た
。
真
の
目
的
と
は
、
誰
で
も
が
よ
く
知
っ
て
い
る
李
秀
成
と
い
う
歴
史
上
の
人
物
の
批
判
運
動
を
媒
介
と
し
て
、
　
「
偽
装
転
向
」
を
是
と
す
る
劉
少
奇
路
線
を
攻
撃
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
同
論
争
の
真
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
今
村
与
志
雄
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
最
近
、
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
現
在
の
中
国
の
社
会
体
制
か
ら
は
、
李
秀
成
は
裏
切
者
、
投
降
者
と
い
う
批
判
し
か
あ
り
得
な
い
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。
ま
た
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
に
よ
り
、
相
対
的
歴
史
主
義
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
が
ハ
ッ
キ
リ
し
た
。
絶
対
的
歴
史
主
義
と
ば
、
菊
池
英
夫
の
次
の
文
章
が
説
明
し
て
く
れ
る
。
　
　
「
過
去
の
時
点
に
お
け
る
役
割
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
を
現
　
時
点
に
お
け
る
革
命
的
大
衆
の
要
求
に
立
っ
て
再
評
価
す
る
。
　
（
中
略
）
　
一
貫
し
て
労
農
解
放
へ
の
途
上
に
お
け
る
今
日
的
意
義
を
問
う
の
で
あ
　
（
2
）
　
る
。
」
　
菊
池
は
、
こ
れ
ら
を
く
歴
史
再
評
価
の
大
衆
的
実
践
V
と
称
し
、
承
認
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
。
中
国
の
よ
う
に
絶
対
的
歴
史
主
義
の
立
場
を
と
れ
ば
、
複
雑
な
要
素
が
絡
み
あ
っ
て
い
る
中
国
革
命
史
を
述
べ
る
こ
と
は
、
そ
う
難
か
し
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
現
在
の
中
国
な
ら
ば
、
未
一69一
来
に
照
準
を
あ
わ
せ
て
、
過
去
そ
し
て
現
在
を
解
釈
す
る
の
は
至
極
当
然
の
こ
と
で
、
し
か
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
実
践
と
再
評
価
に
よ
り
〈
新
生
〉
さ
れ
た
中
国
革
命
史
が
全
て
の
人
々
を
納
得
さ
せ
る
か
と
い
う
と
、
話
は
違
っ
て
く
る
。
　
一
体
、
李
秀
成
の
評
価
が
変
化
し
た
の
は
何
が
原
因
な
の
か
。
そ
れ
は
、
曾
国
藩
に
提
出
し
た
『
李
秀
成
供
述
』
な
る
手
記
に
原
因
す
る
、
そ
の
手
記
が
敵
側
を
誉
め
称
え
、
自
身
を
卑
し
め
、
太
平
軍
の
残
党
収
拾
策
（
＋
要
）
と
太
平
天
国
革
命
失
敗
原
因
（
＋
誤
）
を
述
べ
、
あ
た
か
も
転
向
を
願
い
出
て
い
る
か
の
よ
う
な
語
に
満
ち
て
い
た
為
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
曾
国
藩
の
家
に
は
、
こ
の
親
筆
原
稿
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
長
年
い
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
と
う
と
う
【
九
四
四
年
に
公
開
さ
れ
た
。
当
初
は
極
く
一
部
関
係
老
だ
け
が
手
に
出
来
た
が
、
数
年
後
に
は
公
に
さ
れ
た
。
以
後
民
族
の
英
雄
李
秀
成
と
、
そ
う
し
た
内
容
の
手
記
を
い
か
に
理
解
し
た
も
の
か
、
多
く
の
人
々
が
各
自
の
見
解
を
述
べ
た
。
現
在
は
、
革
命
的
人
民
へ
の
裏
切
者
、
投
降
者
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
　
日
本
人
に
残
さ
れ
た
問
題
と
し
て
は
、
中
国
で
の
論
争
を
如
何
に
各
自
受
け
と
め
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
為
に
は
、
ま
ず
中
国
で
の
論
争
経
過
を
た
ど
り
、
各
論
老
の
よ
っ
て
た
つ
立
場
を
検
討
し
、
ま
た
そ
の
発
案
の
動
機
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
論
争
に
は
い
る
ま
え
に
、
『
李
秀
成
供
述
』
誕
生
を
め
ぐ
っ
て
の
多
く
の
問
題
点
、
不
明
な
点
を
処
理
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
全
て
密
接
に
関
連
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
供
述
書
提
出
の
経
過
・
動
機
に
つ
い
て
　
李
秀
成
は
、
【
八
二
二
年
、
極
貧
の
家
に
生
ま
れ
た
。
二
十
七
、
八
歳
ま
で
、
そ
の
日
の
食
に
も
こ
と
か
く
よ
う
な
生
活
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
に
八
、
九
、
十
歳
の
間
、
母
方
の
お
じ
に
つ
い
て
書
を
読
ん
だ
と
い
う
。
一
八
五
一
年
、
金
田
村
起
義
を
耳
に
し
、
ま
も
な
く
太
平
天
国
軍
に
入
隊
。
徐
徐
に
頭
角
を
あ
ら
わ
す
。
特
に
太
平
天
国
後
半
期
で
は
、
陳
玉
成
と
並
ん
で
軍
事
上
の
主
要
な
柱
と
な
り
活
躍
。
た
だ
し
、
天
王
洪
秀
全
一
族
や
陳
玉
成
ら
と
し
ぽ
し
ば
意
見
の
対
立
を
み
た
と
い
う
。
一
八
六
四
年
、
天
京
陥
落
。
そ
の
際
幼
主
を
ま
も
り
、
敵
方
に
偽
装
七
て
脱
出
に
成
功
。
そ
の
直
後
、
幼
主
と
は
ぐ
れ
、
李
秀
成
は
付
近
の
住
民
に
か
く
ま
わ
れ
た
。
結
局
、
捜
し
出
さ
れ
て
曾
国
釜
の
も
と
に
送
り
込
ま
れ
、
訊
問
を
受
け
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
訊
問
あ
た
り
か
ら
当
時
の
状
況
を
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。　
蒲
孚
洒
に
同
治
三
年
六
月
十
九
日
と
ら
え
ら
れ
た
李
秀
成
は
、
翌
二
十
日
に
曾
国
蓋
の
面
前
に
ひ
ぎ
だ
さ
れ
、
訊
問
を
受
け
た
。
そ
の
時
、
訊
問
の
場
所
に
列
席
し
て
い
た
人
々
が
多
数
い
た
。
そ
の
う
ち
の
幾
人
か
の
手
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
記
が
後
世
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
三
篇
を
も
と
に
し
て
当
時
の
状
況
を
考
え
て
み
よ
う
。
そ
う
し
て
、
訊
問
を
受
け
る
と
い
う
究
極
の
場
に
あ
ら
わ
れ
た
李
秀
成
の
本
質
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。
　
曾
国
茎
は
李
秀
成
を
冷
静
に
訊
問
で
ぎ
る
精
神
状
態
で
は
な
か
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
ひ
と
つ
に
は
、
天
京
攻
略
に
四
十
余
日
も
費
し
、
李
秀
成
一70一
忠王李秀成の評価論争
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
の
ハ
）
を
捕
虜
に
し
た
時
、
精
神
が
お
ち
つ
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
い
ま
ひ
と
つ
に
は
、
総
力
を
あ
げ
て
天
京
を
お
と
し
た
。
而
る
に
そ
の
総
力
に
み
あ
う
程
に
は
、
戦
利
品
が
お
も
う
よ
う
に
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
為
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
精
神
不
安
定
な
状
態
の
曾
国
茎
は
、
李
秀
成
を
訊
問
す
る
に
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
・
ロ
）
た
っ
て
錐
を
前
に
置
い
て
い
た
。
一
体
『
李
秀
成
供
述
』
か
ち
判
断
す
る
に
、
李
秀
成
と
い
う
武
将
は
、
抵
抗
し
な
い
人
に
は
自
分
か
ら
攻
撃
す
る
こ
と
は
な
く
、
逆
に
攻
撃
に
対
し
て
は
全
力
を
投
入
し
て
防
衛
に
あ
た
る
人
で
は
な
か
っ
た
か
。
牙
を
む
ぎ
だ
し
て
、
い
ま
に
も
首
を
は
ね
ん
と
す
る
曾
国
茎
の
攻
撃
に
対
し
、
と
ら
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
李
秀
成
の
唯
一
の
　
　
　
　
　
　
　
（
ハ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
・
ロ
・
ハ
）
武
器
は
無
言
の
抵
抗
と
、
何
も
の
に
も
屈
し
な
い
と
い
う
毅
然
た
る
態
度
で
あ
っ
た
。
　
幕
僚
、
兵
士
多
数
参
列
。
訊
問
｝
向
に
進
転
せ
ず
。
業
を
に
や
し
た
曾
国
茎
、
『
此
の
土
賊
！
　
い
ず
く
ん
ぞ
と
ど
む
る
に
足
ら
ん
や
。
登
献
俘
を
　
　
　
（
イ
）
欲
す
る
や
』
と
大
声
で
わ
め
き
ち
ら
し
な
が
ら
、
幕
僚
趙
烈
文
、
知
州
恵
甫
（
イ
・
ロ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
・
ロ
）
等
が
、
此
の
人
は
内
に
重
要
な
人
だ
か
ら
と
制
す
る
の
を
は
ね
の
け
、
錐
を
ギ
ュ
ッ
と
握
り
し
め
李
秀
成
の
腕
め
が
け
て
突
き
刺
し
た
。
血
が
ド
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
）
と
流
れ
出
る
。
そ
の
時
忠
王
少
し
も
動
ぜ
ず
、
曾
国
茎
を
に
ら
み
か
え
し
て
言
っ
た
。
　
『
老
九
！
　
何
を
す
る
か
。
人
に
は
人
の
道
が
あ
る
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ロ
×
4
）
何
で
腹
を
た
て
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
』
。
曾
国
杢
、
大
い
に
恥
じ
、
そ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ハ
）
場
は
ひ
ぎ
さ
が
っ
た
と
い
う
。
　
と
ら
わ
れ
の
身
と
な
り
、
敵
の
訊
問
を
受
け
る
と
い
う
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
極
限
の
場
に
追
い
や
ら
れ
た
時
の
李
秀
成
の
言
は
、
李
秀
成
の
人
間
性
の
本
質
を
あ
ま
す
所
な
く
物
語
っ
て
い
る
と
わ
た
し
は
考
え
る
。
「
各
人
徹
各
人
事
」
、
「
各
為
其
主
、
且
興
滅
無
常
」
。
こ
こ
か
ら
李
秀
成
は
唯
心
主
義
的
世
界
観
の
持
主
で
あ
る
、
と
い
う
評
価
も
成
り
立
つ
だ
ろ
う
。
だ
が
「
李
秀
成
は
一
つ
の
民
族
と
一
つ
の
階
級
と
が
、
素
直
に
伸
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
れ
ば
行
き
つ
く
一
つ
の
型
を
示
し
て
く
れ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
。
ま
さ
に
そ
う
し
た
世
界
観
の
持
主
が
最
高
度
に
発
達
し
た
例
を
李
秀
成
に
み
る
お
も
い
が
す
る
。
李
秀
成
の
性
格
に
つ
い
て
、
佐
野
学
が
す
で
に
考
察
し
て
い
る
。
　
　
「
李
秀
成
の
性
格
の
第
一
の
特
徴
は
忠
直
な
る
こ
と
だ
。
（
略
）
秀
成
　
の
第
二
の
性
格
は
卓
越
し
た
将
才
だ
。
（
略
）
第
三
の
性
格
は
ヒ
ュ
ー
マ
　
ニ
チ
ー
の
あ
る
政
治
的
手
腕
で
あ
る
。
（
略
）
謀
略
に
富
む
と
共
に
信
義
　
　
　
　
　
（
6
）
　
の
人
で
あ
っ
た
。
」
　
誠
に
的
を
射
た
考
察
で
あ
る
と
お
も
う
。
特
に
第
三
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
チ
ー
」
は
李
秀
成
の
本
質
で
あ
る
と
お
も
う
。
　
曾
国
釜
は
李
秀
成
の
訊
問
に
失
敗
し
た
。
ひ
き
続
い
て
洪
仁
達
を
訊
問
し
た
。
ま
た
ま
た
黙
秘
に
あ
い
訊
問
は
失
敗
し
た
。
幕
僚
で
あ
る
趙
烈
文
に
相
談
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
「
捕
虜
を
送
る
（
献
俘
）
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
自
分
か
　
ら
は
い
い
出
さ
な
く
と
も
よ
い
。
だ
が
、
李
秀
成
は
巨
酋
で
あ
り
、
す
　
で
に
生
け
ど
り
に
し
た
の
だ
か
ら
、
道
理
と
し
て
お
上
の
裁
決
を
請
う
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
の
が
至
当
で
し
よ
う
」
と
い
わ
れ
た
の
で
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
は
曾
国
藩
に
相
談
す
る
こ
と
に
し
一71一
た
。　
李
秀
成
を
生
け
ど
り
に
し
、
拘
禁
し
た
と
い
う
報
に
接
し
（
同
治
三
年
六
月
二
十
三
日
）
、
曾
国
藩
は
安
慶
よ
り
金
陵
に
二
十
五
日
到
っ
た
。
李
国
環
の
伝
え
る
話
で
は
　
㈲
　
「
文
正
熟
視
云
。
汝
即
李
秀
成
耶
？
　
汝
亦
好
漢
、
可
惜
可
惜
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
長
嘆
不
再
語
。
李
大
嬰
、
即
請
紙
筆
自
供
、
並
乞
赦
」
と
い
う
。
李
秀
成
は
六
月
二
十
三
日
か
ら
は
、
大
き
な
木
籠
に
と
じ
こ
め
　
　
　
　
（
9
）
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
⑧
　
「
か
せ
を
加
え
て
獄
に
下
す
こ
と
を
主
張
す
る
弟
を
お
さ
え
て
、
　
国
藩
は
忠
王
に
願
い
ど
お
り
紙
筆
を
、
さ
ら
に
住
居
と
侍
童
二
人
ま
で
　
　
　
　
（
1
0
）
　
も
あ
た
え
た
」
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
趙
烈
文
は
李
秀
成
と
曾
国
藩
と
の
間
の
雰
囲
気
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
　
◎
　
　
「
偽
忠
酋
李
秀
成
伏
法
、
渠
写
親
供
五
・
六
万
言
、
叙
賊
中
事
、
　
自
威
豊
四
・
五
年
後
均
甚
詳
。
錐
不
通
文
墨
、
而
事
理
井
井
、
在
賊
中
　
不
可
謂
非
桀
騎
　
。
中
堂
甚
憐
惜
之
。
昨
日
親
問
一
次
、
有
乞
恩
之
　
意
。
中
堂
答
以
聴
旨
、
連
日
正
蜘
鷹
此
事
、
侯
定
見
後
再
相
覆
、
今
日
　
遣
李
眉
生
告
以
国
法
難
追
、
不
能
開
脱
。
李
日
：
『
中
堂
厚
徳
、
銘
刻
　
不
忘
、
今
世
已
誤
、
来
世
願
図
報
』
云
云
。
傍
晩
赴
市
、
復
作
絶
命
詞
　
十
句
、
無
韻
而
僅
鄙
可
笑
、
付
監
刑
寵
省
三
、
叙
其
尽
忠
之
意
、
遂
就
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
詠
。
中
堂
令
免
凌
遅
、
其
首
伝
示
各
省
、
而
棺
強
其
躯
、
亦
幸
　
。
」
こ
れ
ら
一
連
の
史
料
（
A
B
C
）
に
よ
り
、
曾
国
藩
が
い
か
に
〃
老
檜
”
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
武
将
李
秀
成
は
攻
撃
に
対
し
て
は
断
固
抵
抗
し
、
敵
意
を
示
さ
な
い
人
に
対
し
て
は
極
め
て
寛
大
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
李
秀
成
が
捕
虜
に
対
し
て
と
っ
た
行
動
を
み
て
も
、
博
愛
の
精
神
が
極
め
て
強
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
か
ら
た
と
え
敵
で
あ
る
曾
国
藩
で
あ
っ
て
も
、
極
め
て
老
檜
な
手
口
と
、
わ
ず
か
な
好
意
を
示
さ
れ
る
と
、
敵
衡
心
が
ス
ウ
ー
と
抜
け
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
㈹
そ
れ
か
ら
、
曾
国
藩
は
上
奏
で
は
凌
遅
に
処
し
た
と
報
告
し
て
い
る
が
、
趙
烈
文
の
記
載
に
よ
り
凌
遅
の
刑
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
一
つ
で
も
李
秀
成
に
と
っ
て
は
大
き
な
恩
恵
で
あ
っ
た
ろ
う
。
　
さ
て
話
は
前
後
す
る
が
、
李
秀
成
は
曾
国
藩
に
接
し
て
は
じ
め
て
口
を
ひ
ら
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
曾
国
茎
の
訊
問
を
は
ね
の
け
た
そ
の
日
の
晩
、
幕
僚
趙
烈
文
は
李
秀
成
の
所
へ
行
ぎ
、
か
な
り
話
し
こ
ん
で
い
る
。
『
能
静
居
士
日
記
』
に
次
の
様
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
　
　
「
余
云
－
『
何
不
早
降
？
』
日
－
『
朋
友
之
義
、
尚
不
可
楡
。
何
況
受
　
其
爵
位
。
（
略
）
』
（
略
）
又
日
：
岡
今
天
京
陥
、
某
已
縛
、
君
視
天
下
遂
無
　
事
耶
？
』
余
日
－
『
在
朝
政
清
明
耳
。
不
在
戦
克
、
亦
不
在
縛
汝
。
聞
　
新
天
子
聡
容
、
万
民
顯
願
以
望
郵
治
。
且
爾
家
擾
半
天
下
、
卒
以
滅
　
亡
、
人
或
不
敢
復
踵
覆
轍
　
。
』
李
又
言
：
「
天
上
有
数
星
、
主
夷
務
不
　
靖
、
十
余
年
必
見
。
』
余
徴
其
星
名
度
数
、
則
皆
鄙
理
俗
説
而
已
。
余
　
知
其
無
実
在
過
人
処
。
因
問
－
『
汝
今
計
安
出
？
』
日
－
「
死
耳
。
顧
至
　
江
右
者
皆
旧
部
、
得
以
尺
書
散
遣
之
、
免
牧
賊
彼
此
之
命
、
則
瞑
目
無
　
憾
。
』
言
次
有
乞
活
之
意
。
余
日
：
「
汝
罪
大
、
当
聴
中
旨
、
此
亦
非
統
一72一
忠王李秀成の評価論争
　
帥
所
得
主
也
。
』
遂
挽
首
不
語
。
余
亦
楷
衆
出
。
L
　
こ
の
二
人
の
や
り
と
り
か
ら
、
李
秀
成
は
太
平
天
国
革
命
に
忠
を
貫
き
と
う
し
て
死
ぬ
覚
悟
は
か
た
い
。
か
た
い
「
方
、
自
分
は
と
ら
わ
れ
の
身
と
な
り
、
あ
す
を
も
知
れ
ぬ
命
な
の
に
太
平
軍
残
党
の
安
否
が
気
に
か
か
る
。
と
同
時
に
天
下
の
こ
と
が
片
時
も
頭
を
離
れ
る
こ
と
が
な
い
李
秀
成
の
苦
悶
の
姿
が
浮
き
あ
が
る
。
太
平
天
国
革
命
研
究
家
羅
爾
綱
は
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
を
、
〈
保
民
V
、
〈
防
鬼
〉
と
表
現
し
た
。
誠
に
い
い
え
て
妙
と
わ
た
し
は
お
も
う
。
　
曾
国
藩
は
同
治
三
年
六
月
二
十
五
日
、
金
陵
に
至
る
や
、
李
秀
成
を
訊
問
し
た
。
決
し
て
手
荒
ら
な
ま
ね
は
せ
ず
、
は
じ
め
の
二
日
間
で
だ
い
た
い
の
よ
う
す
は
聞
き
出
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
李
秀
成
と
し
て
は
非
常
に
心
残
り
で
あ
っ
た
の
で
紙
筆
を
求
め
、
そ
れ
に
め
ん
め
ん
と
書
き
綴
っ
た
。
本
人
が
述
べ
る
紙
筆
を
求
め
た
理
由
は
次
の
と
お
り
。
　
　
「
い
ま
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
審
問
さ
れ
た
の
で
、
だ
い
た
い
の
よ
　
う
す
は
お
答
え
し
た
け
れ
ど
も
、
ま
だ
十
分
で
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
　
そ
れ
ゆ
え
捕
虜
と
い
う
悲
し
い
心
情
か
ら
で
は
あ
る
が
、
私
は
こ
の
機
　
会
に
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
っ
き
り
書
き
記
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
　
（
略
）
私
は
わ
が
主
が
身
を
お
こ
し
た
時
の
こ
と
か
ら
、
記
憶
し
て
い
る
　
だ
い
た
い
の
こ
と
を
書
い
て
、
老
中
堂
（
曾
国
藩
）
に
ご
ら
ん
に
入
れ
　
よ
う
と
思
う
。
私
は
つ
つ
し
ん
で
こ
れ
を
記
す
。
け
っ
し
て
う
そ
や
か
・
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
く
し
だ
て
は
し
な
い
。
」
　
か
く
し
て
紙
筆
を
与
え
ら
れ
た
李
秀
成
は
六
月
二
十
七
日
か
ら
、
　
一
日
に
つ
き
七
千
字
と
い
わ
れ
る
ペ
ー
ス
で
書
き
続
け
た
。
自
己
の
体
験
を
中
心
に
し
て
、
自
伝
と
い
う
体
裁
を
と
り
な
が
ら
一
方
で
は
告
白
書
と
い
う
性
格
、
他
方
で
は
訴
願
書
と
い
う
性
格
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
。
曾
国
藩
は
書
ぎ
終
え
る
の
を
ま
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
七
月
六
日
に
最
後
の
原
稿
を
う
け
と
る
と
、
そ
の
日
の
タ
方
に
朝
廷
の
指
示
を
ま
た
ず
に
独
断
で
処
刑
し
、
首
を
各
省
に
伝
え
、
入
心
を
こ
こ
ろ
よ
か
ら
し
め
た
と
い
う
。
曾
国
藩
が
提
出
し
た
『
李
秀
成
供
述
』
に
つ
い
て
　
曾
国
藩
は
同
治
三
年
七
月
六
日
に
李
秀
成
を
処
刑
し
た
。
そ
の
翌
日
に
『
李
秀
成
供
述
』
を
摺
文
i
賊
酋
分
別
処
治
粗
箒
善
後
事
宜
摺
　
　
そ
し
て
盗
文
と
共
に
軍
機
処
へ
封
送
し
た
。
封
送
し
た
こ
と
は
、
曾
国
藩
が
七
月
七
日
に
曾
紀
沢
へ
出
し
た
書
簡
、
そ
し
て
曾
国
藩
の
七
日
付
の
奏
稿
、
そ
し
て
趙
烈
文
の
日
記
の
七
日
の
条
に
、
送
っ
た
と
明
記
し
て
あ
る
か
ら
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
李
秀
成
供
述
』
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
親
筆
原
稿
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
抄
本
で
あ
る
。
全
百
三
十
枚
、
一
枚
二
百
十
六
字
の
割
で
一
冊
の
本
と
し
た
。
句
読
点
と
段
落
を
つ
け
、
赤
い
紙
で
区
分
　
　
　
　
　
（
1
4
）
を
定
め
た
と
い
う
。
本
来
な
ら
ば
、
こ
の
抄
本
は
七
日
後
に
は
軍
機
処
へ
着
く
は
ず
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
摺
文
だ
け
着
く
と
い
う
奇
妙
な
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
朝
廷
が
七
月
十
四
日
付
の
諭
旨
で
、
　
『
李
秀
成
供
述
』
を
送
れ
と
い
っ
て
い
る
の
で
事
実
で
あ
る
。
　
太
平
天
国
革
命
研
究
家
謝
興
尭
は
以
上
あ
げ
た
二
つ
の
事
実
か
ら
次
の
仮
説
を
ひ
き
だ
し
た
。
一73一
　
　
「
曾
国
藩
は
抄
本
を
軍
機
処
へ
摺
文
と
共
に
送
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
　
に
李
秀
成
親
筆
原
稿
を
心
ゆ
く
ま
で
内
容
を
吟
味
し
な
が
ら
改
め
る
十
　
分
な
時
間
が
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
応
封
送
し
な
け
れ
ば
な
　
ら
な
か
っ
た
の
で
h
　
｝
度
削
っ
た
『
李
秀
成
供
述
』
を
抜
き
出
し
、
歴
　
年
報
ず
る
軍
功
と
供
述
の
相
反
す
る
箇
所
を
詳
細
に
再
度
刑
改
し
、
木
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
刻
し
て
お
さ
め
た
の
で
あ
る
。
」
　
こ
の
「
二
度
刷
改
説
」
は
検
討
を
要
す
る
。
七
月
七
目
に
献
納
し
た
抄
本
に
つ
い
て
曾
国
藩
は
、
李
秀
成
親
筆
原
稿
を
ち
ぢ
め
て
一
冊
の
本
に
し
た
と
い
う
こ
と
を
七
月
七
日
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
七
日
の
記
述
と
、
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
ユ
）
廷
の
七
月
十
四
日
付
の
諭
旨
に
対
す
る
上
奏
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
ピ
ッ
タ
リ
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
上
奏
は
七
月
十
四
日
発
の
諭
旨
に
対
す
る
返
書
で
あ
る
。
だ
か
ら
早
く
と
も
七
月
二
十
日
以
降
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
諭
旨
に
対
す
る
上
奏
で
、
以
前
上
納
し
た
『
李
秀
成
供
述
』
（
抄
本
）
の
な
り
た
ち
と
分
量
を
明
記
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
明
記
と
大
幅
に
く
い
ち
が
っ
て
い
る
も
の
を
再
上
納
は
で
ぎ
な
い
。
従
っ
て
「
二
度
刷
改
説
」
は
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
　
と
こ
ろ
で
『
李
秀
成
供
述
』
刷
改
に
参
与
し
て
い
た
趙
烈
文
は
、
七
月
七
日
の
日
暮
時
に
や
っ
と
『
李
秀
成
供
述
』
を
改
定
し
終
え
、
軍
機
処
へ
啓
送
し
た
と
明
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
曾
国
藩
は
七
月
十
日
に
、
　
　
「
包
封
砂
回
、
妓
先
将
初
七
之
摺
寄
回
、
発
刻
『
李
秀
成
供
』
明
日
　
付
回
也
」
（
『
曾
文
正
公
家
訓
』
）
と
述
べ
、
趙
烈
文
は
や
は
り
十
日
の
日
記
で
　
　
「
中
堂
属
重
看
李
秀
成
供
、
並
分
段
将
付
梓
」
と
述
べ
、
曾
国
藩
は
十
一
日
の
日
記
で
　
　
「
将
『
李
秀
成
親
供
』
…
…
寄
院
刊
刻
」
と
述
べ
て
い
る
。
　
十
一
日
に
木
刻
本
と
な
っ
た
『
李
秀
成
供
述
』
は
、
七
月
十
七
日
に
軍
機
処
の
も
と
に
無
事
つ
い
て
い
る
。
尚
、
曾
国
藩
は
さ
き
の
諭
旨
に
対
す
る
上
奏
の
中
で
、
　
　
「
已
刊
刻
一
本
。
妓
再
随
摺
封
送
軍
機
処
備
査
」
と
い
っ
て
い
る
。
『
李
秀
成
供
述
』
（
木
刻
本
）
は
二
冊
上
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。　
次
に
簡
又
文
は
　
　
「
曾
国
藩
は
北
京
へ
忠
王
の
原
供
を
醐
改
し
て
進
呈
し
た
（
進
呈
本
）
。
　
進
呈
後
、
別
に
紗
本
を
作
製
し
た
（
曾
刊
本
）
」
　
　
　
　
　
（
1
7
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
と
と
こ
ろ
で
は
、
簡
又
文
の
い
う
進
呈
本
は
一
度
戻
っ
て
ぎ
て
、
再
度
進
呈
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
　
木
刻
版
『
李
秀
成
供
述
』
は
、
李
鴻
章
が
同
治
三
年
八
月
十
七
日
に
曾
国
藩
に
あ
て
た
手
紙
の
中
で
　
　
「
昨
在
友
人
処
、
借
観
李
秀
成
供
詞
」
と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
曾
国
藩
は
『
李
秀
成
供
述
』
を
世
間
に
公
開
し
て
い
た
と
み
え
る
。
　
　
　
　
　
　
°
　
後
日
、
軍
機
処
は
、
さ
き
の
『
李
秀
成
供
述
』
は
剛
改
本
で
あ
る
こ
と
一74一
忠王李秀成の評価論争
を
知
り
、
曾
国
藩
に
対
し
て
詳
細
な
も
の
を
送
れ
と
い
っ
て
き
た
。
何
故
知
っ
た
か
と
い
う
と
、
曾
刊
本
に
は
、
曾
国
藩
の
批
記
（
全
百
＋
四
字
）
が
最
後
に
載
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
「
以
上
皆
李
秀
成
在
囚
籠
中
。
親
筆
所
写
。
自
六
月
二
十
七
日
至
七
　
月
初
六
日
。
毎
日
約
写
七
千
字
。
其
別
字
改
之
。
其
誤
頒
楚
軍
者
剛
　
之
。
間
言
重
複
者
剛
之
。
其
宛
転
求
生
乞
貸
一
命
。
請
招
降
江
西
湖
北
　
各
賊
以
順
罪
。
言
招
降
事
宜
十
要
。
言
洪
逆
敗
亡
。
有
十
誤
。
亦
均
棚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
之
。
其
余
錐
文
理
不
通
。
事
実
不
符
。
概
不
刷
改
。
以
存
其
真
。
」
こ
の
批
記
と
、
詳
細
な
の
を
送
れ
と
い
う
諭
旨
、
　
　
「
曾
国
藩
召
送
李
秀
成
供
述
詞
一
本
。
昨
議
政
王
軍
機
大
臣
呈
進
。
　
均
已
悉
覧
。
末
段
所
載
刻
逆
宛
転
求
生
乞
貸
一
命
。
請
招
降
江
西
湖
北
　
各
賊
。
言
招
降
事
宜
有
十
要
。
洪
逆
者
有
十
誤
。
均
帰
刷
節
。
筋
将
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
供
伍
詳
細
鋤
録
。
沓
送
軍
機
処
。
」
を
比
較
す
る
と
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。
　
曾
国
藩
は
沓
送
し
た
『
李
秀
成
供
述
』
に
も
批
記
を
載
せ
た
の
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
朝
廷
が
曾
国
藩
に
対
し
て
、
　
『
李
秀
成
供
述
』
が
と
ど
か
な
い
が
ど
う
い
う
わ
け
か
、
と
七
月
十
四
付
で
問
い
た
だ
し
た
諭
旨
に
対
す
る
曾
国
藩
の
上
奏
の
中
で
、
　
「
批
数
行
於
後
」
と
曾
国
藩
が
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
の
「
批
」
と
は
批
記
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
だ
ろ
う
。
　
曾
国
藩
が
、
こ
の
進
呈
本
は
一
部
分
で
あ
る
と
朝
廷
に
告
げ
た
と
い
う
こ
と
は
刷
除
さ
れ
た
部
分
の
内
容
を
推
測
す
る
時
、
非
常
に
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
批
記
に
書
か
れ
た
と
こ
ろ
の
棚
除
部
分
は
、
人
に
は
絶
対
に
み
せ
ら
れ
な
い
部
分
で
あ
る
、
と
は
な
り
え
な
い
。
こ
の
判
断
の
う
え
に
た
っ
て
こ
そ
、
な
ぜ
曾
国
藩
が
大
幅
に
刷
除
し
た
の
か
、
ま
た
そ
の
内
容
は
何
か
と
い
う
こ
と
の
探
究
が
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
と
わ
た
し
は
考
え
る
。
　
　
　
　
　
，
　
制
除
の
理
由
と
し
て
一
番
の
支
持
を
え
て
い
る
説
は
〃
矛
盾
説
”
で
あ
る
。
清
朝
は
満
州
人
、
曾
国
藩
は
漢
人
。
而
も
当
時
漢
入
と
し
て
は
最
高
位
に
就
い
た
う
ち
の
一
人
。
そ
し
て
強
力
な
湘
軍
を
有
し
、
太
平
軍
鎮
圧
の
実
力
者
。
こ
う
い
う
所
か
ら
曾
国
藩
の
身
近
に
は
、
反
満
の
旗
を
ひ
る
が
え
し
て
独
立
し
、
自
ら
皇
帝
の
位
に
の
ぼ
る
野
心
が
あ
る
と
か
、
と
同
時
に
清
朝
側
で
も
猜
忌
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
李
秀
成
が
曾
国
藩
に
反
満
独
立
を
そ
そ
の
か
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
で
あ
る
。
こ
の
〃
矛
盾
説
”
か
ら
、
大
幅
に
刷
除
し
な
け
れ
ば
人
に
み
せ
ら
れ
な
い
『
李
秀
成
供
述
』
を
何
故
［
般
公
開
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
と
け
る
。
つ
ま
り
独
断
で
処
刑
し
た
こ
と
か
ら
、
世
間
が
曾
国
藩
に
は
清
朝
に
対
し
て
異
心
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
惑
の
念
を
い
だ
く
心
配
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
世
間
の
疑
惑
を
と
く
た
め
に
ど
う
し
て
も
一
般
公
開
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
謝
興
尭
が
「
曾
国
藩
に
独
立
し
て
清
朝
に
抗
す
る
よ
う
勧
め
る
の
で
刷
去
し
た
の
だ
と
い
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
う
人
が
い
る
」
と
言
及
し
、
李
国
環
が
「
清
朝
に
触
犯
す
る
語
を
剛
除
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
の
ハ
）
た
と
某
公
は
い
う
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
羅
爾
綱
が
こ
の
説
を
終
始
一
貫
し
て
主
張
し
て
い
る
。
一75一
羅
爾
綱
の
弁
護
　
問
題
状
況
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
5
に
、
英
雄
李
秀
成
が
何
故
〃
自
汚
〃
に
満
ち
た
手
記
を
書
い
た
の
か
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
ま
き
お
こ
っ
た
。
こ
の
論
争
に
は
実
に
多
く
の
人
が
参
加
し
た
。
そ
の
中
で
終
始
「
貫
し
て
こ
の
問
題
と
深
く
か
か
わ
っ
た
人
に
羅
爾
綱
が
い
る
。
羅
爾
綱
は
当
初
か
ら
『
李
秀
成
供
述
』
は
真
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
英
雄
と
転
向
の
矛
盾
に
つ
い
て
強
力
な
納
得
の
ゆ
く
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
っ
た
。
以
下
、
羅
爾
綱
を
中
心
と
し
て
こ
の
問
題
を
み
て
い
こ
う
。
　
羅
爾
綱
は
一
九
五
八
年
に
『
太
平
天
国
文
選
』
を
編
ん
だ
。
そ
し
て
一
九
六
〇
年
に
『
太
平
天
国
詩
文
選
』
と
改
め
た
。
後
者
に
『
李
秀
成
自
述
』
を
収
め
た
。
羅
爾
綱
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
後
者
に
収
め
た
の
は
読
者
の
進
言
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
に
よ
る
た
め
だ
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
羅
爾
綱
は
依
然
と
し
て
『
李
秀
成
供
述
』
を
世
の
多
く
の
人
々
の
目
に
触
れ
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
意
識
が
は
た
ら
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
「
こ
の
こ
と
か
ら
も
」
と
い
っ
た
わ
け
は
羅
爾
綱
が
こ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
「
除
了
作
為
我
的
工
作
報
告
在
前
社
会
研
究
所
編
的
『
中
国
社
会
経
　
済
史
集
刊
』
第
八
巻
第
｝
期
発
表
過
㎝
篇
報
導
外
、
這
一
史
料
（
『
李
　
秀
成
供
述
』
を
さ
す
）
的
紗
件
只
有
内
部
的
人
得
看
過
、
我
没
有
把
官
付
　
（
2
1
）
　
刊
。
」
そ
れ
に
、
こ
の
『
太
平
天
国
詩
文
選
』
に
補
選
さ
れ
た
『
李
秀
成
供
述
』
は
曾
家
か
ら
出
て
き
た
原
稿
全
文
が
載
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
羅
爾
綱
が
「
偽
飾
」
で
あ
る
と
判
断
し
た
箇
所
は
削
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
削
っ
た
動
機
と
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
『
太
平
天
国
詩
文
選
』
の
解
題
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
「
在
尖
鋭
的
階
級
闘
争
中
、
反
革
命
対
革
命
的
仇
恨
心
理
非
常
毒
狼
　
的
、
決
不
允
許
革
命
留
下
一
線
復
燃
的
機
会
、
這
是
無
数
次
反
革
命
者
　
的
行
為
所
証
明
了
的
。
可
惜
李
秀
成
想
錯
了
。
李
秀
成
対
敵
人
不
応
該
　
作
這
種
幻
想
、
這
在
他
［
生
〃
鉄
胆
忠
心
〃
尽
忠
革
命
的
英
雄
事
蹟
説
　
来
、
是
一
件
洗
灘
不
去
的
汚
点
。
（
略
）
我
個
把
官
的
自
述
中
那
些
為
了
　
達
到
自
己
政
治
企
図
、
而
錯
誤
地
信
計
了
敵
人
、
故
意
対
敵
入
恭
維
、
　
対
自
己
汚
辱
的
地
方
刑
去
、
就
可
以
根
明
晰
地
省
見
他
的
堅
定
立
場
与
　
不
屈
闘
志
、
顕
示
出
他
的
革
命
英
雄
的
本
来
面
目
。
這
就
是
本
書
対
宮
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
採
取
刷
節
的
原
因
。
」
以
上
に
よ
り
羅
爾
綱
が
い
か
に
『
李
秀
成
供
述
』
を
扱
い
か
ね
て
い
た
か
わ
か
る
。
　
こ
こ
で
、
羅
爾
綱
が
『
李
秀
成
供
述
』
の
考
証
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て
も
述
べ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
曾
家
に
伝
わ
る
李
秀
成
親
筆
原
稿
を
前
広
西
通
志
館
工
作
員
呂
集
義
が
手
に
入
れ
た
状
況
は
『
校
補
本
』
の
説
明
に
詳
し
い
。
呂
集
義
は
親
筆
原
稿
を
み
て
調
べ
終
っ
た
時
、
そ
の
内
容
か
ら
い
っ
て
曾
国
藩
側
の
偽
造
で
は
な
い
と
確
信
し
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
後
に
問
題
と
な
る
の
は
〃
自
汚
〃
の
言
を
ど
う
理
解
す
る
か
で
あ
る
。
呂
集
義
は
政
治
的
意
図
で
あ
る
と
理
解
し
一76一
忠王李秀成の評価論争
た
。
ま
た
行
間
に
は
革
命
の
立
場
を
堅
持
し
て
い
る
の
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
理
解
し
た
。
し
か
し
、
一
般
に
公
開
す
る
に
は
慎
重
な
検
討
と
考
証
－
世
間
を
納
得
さ
せ
る
よ
う
な
ー
の
必
要
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
羅
爾
綱
に
た
の
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
こ
の
い
き
さ
つ
は
『
校
補
本
』
の
説
明
に
よ
る
の
が
よ
い
。
　
　
「
忠
王
自
述
校
補
本
携
帰
桂
林
後
、
前
広
西
通
志
館
同
人
鑑
於
忠
王
　
在
自
述
中
根
多
自
汚
之
詞
、
其
自
汚
的
原
因
尚
有
待
深
入
研
究
、
主
張
　
慎
重
；
有
的
人
則
認
為
忠
王
自
述
既
然
是
関
於
太
平
天
国
革
命
的
一
部
　
重
要
史
料
、
原
稿
的
発
現
和
校
補
、
対
研
究
工
作
者
衛
助
根
大
、
自
応
　
早
日
把
宮
公
布
。
議
論
未
定
、
而
日
冠
巳
竃
到
湘
桂
、
這
個
問
題
遂
欄
　
置
下
来
。
羅
爾
綱
先
生
那
時
是
前
広
西
通
志
館
的
一
位
編
纂
、
担
任
撰
　
述
太
平
天
国
広
西
英
雄
列
伝
、
館
中
因
委
託
他
従
事
忠
王
自
述
原
稿
的
　
研
究
、
他
把
我
抄
補
回
来
的
文
字
謄
録
在
近
代
秘
史
本
忠
王
自
述
上
、
　
一
九
五
〇
年
為
之
考
証
箋
註
問
世
、
先
後
修
訂
過
幾
次
、
出
過
四
版
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
給
研
究
者
以
根
大
的
禦
助
。
」
　
右
の
説
明
に
よ
る
と
自
汚
の
原
因
を
調
査
云
々
と
あ
る
が
、
羅
爾
綱
は
こ
の
話
を
受
け
た
時
、
公
布
後
読
者
が
李
秀
成
に
対
し
て
誤
解
を
生
ず
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勿
）
可
能
性
が
あ
る
か
ら
考
証
を
す
る
よ
う
云
々
と
受
け
と
っ
て
い
る
。
こ
の
様
に
、
羅
爾
綱
が
考
証
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
か
ら
考
え
て
、
こ
の
契
機
は
羅
爾
綱
の
考
証
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
一
体
、
羅
爾
綱
は
以
後
考
証
に
考
証
を
か
さ
ね
三
度
に
わ
た
っ
て
説
を
世
に
問
う
た
。
偽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
鋒
説
、
政
治
目
的
説
、
苦
肉
縷
兵
計
説
が
そ
れ
で
あ
る
。
　
羅
爾
綱
の
二
十
年
に
わ
た
る
一
連
の
李
秀
成
研
究
の
足
跡
を
み
る
と
、
一
つ
の
興
味
あ
る
事
実
に
気
が
つ
く
。
そ
れ
は
研
究
開
始
当
初
は
『
李
秀
成
原
供
』
並
び
に
『
李
秀
成
供
辞
』
と
よ
ん
で
い
た
。
而
る
に
研
究
が
す
す
む
に
つ
れ
て
、
「
李
秀
成
自
伝
原
稿
』
、
「
李
秀
成
自
述
』
、
『
李
秀
成
自
伝
』
　
　
　
　
　
（
2
6
）
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
変
化
か
ら
羅
爾
綱
の
李
秀
成
問
題
に
対
す
る
姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
と
お
も
う
。
こ
う
い
う
こ
と
は
、
実
は
李
秀
成
の
手
記
の
名
称
が
一
定
し
て
い
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。
無
題
な
の
で
各
自
お
も
い
お
も
い
の
名
称
で
よ
ん
で
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
名
称
を
拾
い
集
め
る
と
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
　
　
A
　
李
秀
成
供
、
李
秀
成
供
詞
、
李
秀
成
供
辞
、
李
秀
成
口
供
、
李
　
　
　
　
秀
成
供
状
、
李
秀
成
親
供
、
李
秀
成
口
供
原
本
、
李
秀
成
原
供
　
　
B
　
李
秀
成
自
述
、
李
秀
成
自
伝
、
李
秀
成
自
伝
原
稿
　
か
く
の
ご
と
く
乱
立
す
る
原
因
と
し
て
主
に
二
つ
考
え
ら
れ
る
。
　
一
つ
に
は
、
供
詞
と
自
述
で
は
か
な
リ
ニ
ュ
ア
ソ
ス
が
違
う
こ
と
。
二
つ
に
は
、
剛
除
以
前
と
以
後
、
ま
た
一
般
公
開
以
前
と
以
後
で
は
当
然
よ
び
か
た
に
区
別
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
ぎ
だ
と
考
え
る
人
が
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
供
と
は
供
述
の
供
で
あ
り
、
供
述
と
は
自
白
の
意
で
あ
る
。
供
詞
は
供
述
と
か
自
白
内
容
を
さ
す
。
そ
し
て
供
状
は
自
白
書
の
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
B
の
自
述
と
は
、
自
ら
述
べ
た
伝
記
ま
た
は
自
ら
述
べ
る
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
名
称
は
名
称
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
李
秀
成
を
論
ず
る
場
合
、
名
称
と
論
者
の
観
点
、
立
場
と
深
く
か
か
わ
っ
て
く
る
。
わ
た
し
は
、
手
記
に
は
自
白
と
自
伝
の
二
一77一
本
の
柱
が
あ
り
、
自
白
の
ほ
う
が
主
で
あ
る
と
お
も
う
。
成
供
述
』
と
よ
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。
簡
又
文
の
新
説
そ
れ
で
『
李
秀
　
呂
集
義
が
一
九
四
四
年
、
曾
家
で
李
秀
成
の
親
筆
原
稿
を
手
に
し
て
調
査
し
た
時
、
写
真
に
と
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し
フ
ィ
ル
ム
に
限
り
が
あ
り
、
親
筆
原
稿
の
書
き
出
し
部
分
四
枚
と
最
後
四
枚
、
そ
し
て
十
要
十
誤
六
枚
を
写
真
に
う
つ
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
親
筆
原
稿
の
封
面
も
写
真
に
お
さ
め
た
。
た
だ
し
白
紙
な
の
で
普
通
は
含
め
な
い
。
写
真
十
四
枚
と
一
口
に
い
う
所
以
で
あ
る
。
「
校
補
本
』
の
説
明
に
は
「
縦
五
寸
横
八
寸
三
分
共
七
十
四
頁
毎
頁
三
十
二
行
毎
行
約
十
五
字
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
全
て
写
真
に
と
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
内
容
が
完
全
で
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
な
い
。
簡
又
文
の
調
査
に
よ
る
と
、
原
本
は
ず
っ
と
湘
郷
の
曾
家
に
あ
っ
た
が
、
後
、
曾
家
の
後
畜
が
台
湾
へ
も
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
最
近
、
曾
約
農
の
手
び
き
に
よ
り
、
台
湾
世
界
書
局
の
楊
家
騎
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
と
い
う
。
簡
又
文
は
「
真
蹟
影
印
本
」
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
「
真
蹟
影
印
本
」
を
も
と
に
し
て
調
査
し
た
簡
又
文
は
、
投
降
、
招
降
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
　
　
「
拠
各
種
抄
本
均
載
忠
正
有
「
我
願
将
部
下
両
岸
陸
続
収
全
投
降
」
、
　
及
「
若
我
有
此
本
事
、
収
降
我
之
部
衆
」
両
語
（
見
「
梁
抄
本
」
頁
四
六
、
　
其
他
抄
本
均
同
）
。
但
一
細
閲
「
真
蹟
影
印
本
」
、
則
見
上
語
原
文
只
是
「
我
　
願
将
部
下
両
岸
陸
続
収
茎
」
而
其
下
無
「
投
隆
」
二
字
（
第
六
九
頁
面
第
九
行
）
。
（
其
下
復
有
「
収
斉
人
衆
」
等
句
、
呂
氏
未
補
録
。
）
其
下
語
則
是
：
「
若
我
能
此
本
事
収
復
」
（
曾
氏
殊
筆
改
作
「
収
服
」
）
（
第
七
＋
頁
第
五
行
）
、
而
並
無
「
収
降
我
之
部
衆
」
各
字
。
即
曾
氏
本
人
亦
未
曾
在
其
「
親
筆
供
辞
」
上
加
此
諸
字
、
則
当
然
是
在
「
進
呈
本
」
及
「
曾
刊
本
」
上
面
後
　
加
者
、
各
種
伝
抄
本
均
照
録
焉
。
「
呂
氏
本
」
亦
未
改
正
、
於
是
百
年
来
入
皆
相
信
忠
王
果
作
此
乞
降
語
。
尤
其
因
上
語
可
改
作
収
全
部
衆
、
　
而
自
己
投
降
、
誠
足
為
忠
王
名
誉
之
珀
　
。
可
謂
歴
史
上
一
大
冤
獄
、
　
不
可
不
弁
。
　
　
考
忠
王
臨
終
献
策
将
余
部
「
収
全
」
、
「
収
服
」
、
「
収
斉
」
、
其
深
心
　
真
意
実
欲
曾
氏
等
招
収
其
衆
、
釈
之
帰
農
、
此
与
普
通
戦
役
中
之
招
降
　
収
編
戴
然
不
同
明
甚
。
」
　
「
呂
氏
本
」
と
は
一
九
四
四
年
、
黄
旭
初
が
呂
集
義
を
曾
国
藩
の
子
孫
の
所
へ
つ
か
わ
し
て
忠
王
親
筆
供
辞
の
一
部
を
写
真
に
と
り
、
他
は
「
北
（
1
8
）
大
本
」
で
お
ぎ
な
い
、
香
港
の
「
春
秋
」
一
九
五
七
年
七
月
十
六
日
第
七
三
、
七
四
期
に
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
調
査
に
基
き
簡
又
文
は
偽
降
説
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
簡
又
文
の
い
う
李
秀
成
の
献
策
動
機
は
1
1
保
民
”
と
〃
李
一
族
救
助
”
に
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
簡
又
文
の
基
調
は
、
李
秀
成
が
英
雄
で
あ
り
、
ま
た
宿
命
論
者
で
あ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
宿
命
論
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
　
　
「
以
余
観
之
、
忠
王
本
是
一
個
極
端
迷
信
「
先
天
之
定
数
、
下
民
応
　
劫
難
（
見
「
真
蹟
影
印
本
」
末
頁
背
＋
二
行
）
的
宿
命
論
者
。
那
時
、
他
明
一78一
忠王李秀成の評価論争
　
見
「
天
朝
数
満
」
（
同
上
六
六
頁
背
一
、
二
行
）
、
「
天
王
気
満
」
（
同
上
六
七
　
頁
面
六
行
）
、
「
天
国
已
亡
」
　
（
同
上
六
九
頁
面
五
行
）
、
是
不
可
挽
回
的
定
　
数
、
運
気
、
及
天
機
、
天
意
。
　
　
若
令
戦
事
延
続
下
去
、
固
無
補
於
絶
対
已
経
失
敗
的
革
命
大
業
、
反
　
而
令
地
方
塵
燗
更
惨
、
人
民
受
害
更
深
。
因
此
立
志
以
収
拾
残
局
為
己
　
任
、
先
在
供
辞
前
部
已
表
示
「
収
斉
此
衆
、
免
乱
世
民
」
（
三
四
頁
背
＋
　
一
行
）
。
是
故
他
献
策
的
動
機
乃
在
「
実
因
保
民
之
意
」
、
原
是
極
純
正
、
　
極
崇
高
的
」
。
　
簡
又
文
は
、
絶
対
に
投
降
の
考
え
と
表
示
は
な
い
と
主
張
し
、
李
秀
成
を
非
常
に
高
く
評
価
す
る
。
こ
の
簡
又
文
の
主
張
は
、
北
京
政
府
下
の
中
国
人
の
間
に
、
わ
た
し
の
み
た
限
り
で
は
全
く
と
り
い
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
お
も
う
に
、
簡
又
文
の
調
査
が
全
て
事
実
で
あ
る
と
し
た
場
合
で
も
、
李
秀
成
が
供
述
書
を
提
出
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
か
ら
五
七
年
に
か
け
、
所
謂
「
真
偽
論
争
」
が
あ
り
、
筆
跡
鑑
定
を
は
じ
め
と
し
て
幾
つ
も
の
根
拠
を
あ
げ
て
、
手
記
が
偽
作
で
あ
る
こ
と
を
主
張
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
す
る
人
々
が
で
て
き
た
。
し
か
し
、
真
で
あ
る
こ
と
が
す
で
に
確
定
し
て
い
る
。
ま
た
自
ら
を
汚
す
言
葉
を
用
い
、
敵
を
ほ
め
あ
げ
、
十
要
十
誤
を
書
い
て
処
刑
さ
れ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
簡
又
文
の
調
査
に
よ
り
、
李
秀
成
評
価
の
全
体
を
改
め
て
考
え
な
お
す
必
要
は
な
い
と
わ
た
し
は
お
も
う
。
貢
献
主
要
説
、
時
代
階
級
制
約
説
　
『
歴
史
研
究
』
の
一
九
六
四
年
四
期
は
事
実
上
の
李
秀
成
評
価
問
題
特
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
集
号
で
あ
っ
た
。
羅
爾
綱
と
戚
本
禺
の
両
極
を
代
表
す
る
論
考
を
掲
載
す
る
と
同
時
に
、
蘇
寿
桐
、
呉
雁
南
共
著
に
よ
る
従
来
の
李
秀
成
に
対
す
る
見
解
と
は
少
し
趣
を
異
に
す
る
論
考
を
掲
載
し
た
。
こ
の
論
考
「
略
論
李
秀
成
」
に
あ
ら
わ
れ
た
観
点
は
以
後
、
短
期
の
間
に
続
々
と
賛
否
両
論
の
声
を
ま
き
お
こ
し
た
。
ま
ず
新
し
い
観
点
を
紹
介
し
た
い
。
簡
単
に
要
約
す
れ
ば
こ
う
で
あ
る
。
　
　
「
曾
国
藩
に
対
し
て
、
乞
降
変
節
す
る
と
い
う
誤
り
を
犯
し
た
こ
と
　
は
厳
粛
に
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
蘇
州
、
杭
州
に
心
を
奪
わ
　
れ
て
い
た
こ
と
は
戦
略
上
大
き
な
あ
や
ま
り
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
李
秀
　
成
の
一
生
で
最
も
主
要
で
も
最
も
基
本
的
な
こ
と
は
、
清
朝
の
封
建
統
　
治
に
反
対
し
、
革
命
事
業
の
発
展
に
対
し
て
貢
献
し
た
こ
と
で
あ
り
基
　
本
的
に
は
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
李
秀
成
は
太
平
天
国
革
命
の
宗
　
教
に
対
し
て
、
そ
の
態
度
が
変
化
し
た
が
、
こ
れ
は
封
建
階
級
思
想
が
　
農
民
革
命
の
隊
伍
に
対
し
て
侵
蝕
し
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
」
　
右
の
様
な
観
点
を
も
っ
と
強
力
に
前
面
に
押
し
出
す
論
者
が
数
日
後
に
二
人
は
出
て
い
る
。
周
術
発
と
康
右
銘
が
そ
れ
で
あ
る
。
周
術
発
は
戚
本
萬
を
批
判
し
て
こ
う
い
う
。
　
　
「
戚
本
萬
は
自
述
だ
け
に
よ
り
、
李
秀
成
の
実
践
活
動
は
み
な
い
。
　
そ
し
て
自
述
中
の
次
要
な
問
題
を
主
要
な
問
題
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
一79一
　
こ
れ
は
歴
史
的
唯
物
主
義
の
態
度
で
は
な
い
。
ま
た
、
李
秀
成
の
欠
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
と
誤
り
は
時
代
と
階
級
的
制
限
に
よ
る
も
の
だ
。
」
康
右
銘
も
次
の
よ
う
に
い
う
。
　
　
「
李
秀
成
に
は
矛
盾
が
あ
る
が
、
彼
の
一
生
は
や
は
り
傑
出
し
た
農
民
指
導
者
と
し
て
の
一
生
で
あ
る
。
戚
本
萬
の
い
う
様
に
李
秀
成
は
革
命
理
想
に
対
し
て
明
確
な
認
識
と
、
し
っ
か
り
し
た
信
念
に
欠
げ
た
。
思
　
想
上
で
は
天
命
天
数
を
信
奉
し
て
い
て
、
封
建
的
思
想
の
毒
素
か
ら
抜
　
け
き
れ
な
か
っ
た
。
生
活
上
で
は
苦
難
に
し
て
素
朴
な
い
き
方
を
保
持
　
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
皆
事
実
と
は
い
え
、
歴
史
上
の
人
物
を
批
判
　
す
る
の
に
、
戚
本
禺
の
方
式
で
は
完
全
に
当
時
の
中
国
農
昆
の
歴
史
条
　
件
か
ら
脱
離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
単
純
農
民
戦
争
が
克
服
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
戚
本
萬
は
李
護
個
人
の
欠
点
と
責
任
を
い
鉾
ら
に
　
強
調
し
て
い
て
、
戚
本
萬
の
結
論
に
わ
た
し
は
同
意
で
き
な
い
」
　
以
上
の
論
者
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
ず
第
一
に
李
秀
成
の
太
平
天
国
革
命
に
対
す
る
貢
献
を
第
㎝
に
考
え
て
、
李
秀
成
の
矛
盾
　
　
皆
一
応
は
認
め
る
　
　
を
評
価
に
さ
い
し
て
主
要
な
位
置
に
置
か
な
い
こ
と
。
第
二
に
、
時
代
と
階
級
的
条
件
に
制
約
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
李
秀
成
個
人
の
責
任
を
今
日
の
あ
り
よ
う
か
ら
批
判
す
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
る
。
絶
対
的
歴
史
主
義
を
否
定
し
た
こ
と
に
な
る
。
右
の
他
、
直
接
に
は
読
み
得
な
か
っ
た
が
陶
栩
之
と
謝
永
雄
が
戚
本
萬
の
観
点
を
批
判
し
て
い
徳
陶
栩
之
は
政
治
目
的
説
の
う
ち
の
〃
防
鬼
説
”
を
肯
定
し
、
謝
永
雄
は
李
秀
成
の
動
揺
乞
降
行
為
は
時
代
条
件
の
影
響
で
あ
り
、
農
民
階
級
の
弱
点
に
制
約
さ
れ
ざ
る
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
と
い
い
き
っ
た
。
〃
防
鬼
説
〃
は
蘇
寿
桐
、
周
術
発
も
肯
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
順
を
追
っ
て
検
討
す
る
と
、
貢
献
主
要
説
と
時
代
階
級
制
約
説
は
段
々
論
調
が
強
く
な
る
。
つ
ま
り
厳
粛
に
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
部
分
は
段
々
と
影
を
ひ
そ
め
、
反
省
と
も
い
う
べ
き
観
点
が
稀
簿
に
な
っ
て
ゆ
く
の
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
い
わ
ば
全
面
肯
定
と
全
面
否
定
の
中
間
に
位
置
し
て
い
た
よ
う
に
お
も
え
た
の
が
、
反
省
を
欠
落
し
て
全
面
肯
定
に
傾
い
て
し
ま
っ
た
。
李
秀
成
の
例
に
限
ら
ず
、
同
じ
様
な
こ
と
は
ほ
か
に
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
一
九
六
二
年
十
一
月
の
「
孔
子
学
術
討
論
会
」
で
は
極
端
な
孔
子
美
化
論
が
続
出
し
た
。
絶
対
的
歴
史
主
義
　
中
国
で
は
、
す
ぐ
さ
ま
こ
の
様
な
風
潮
に
対
し
て
反
論
す
る
者
が
続
出
し
て
い
る
。
先
の
第
一
と
第
二
の
論
点
に
集
中
攻
撃
を
敢
行
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
張
侠
は
所
謂
制
約
説
に
真
向
か
ら
反
対
し
た
。
張
侠
の
発
想
は
次
の
と
う
り
で
あ
る
。
　
　
「
制
約
説
で
は
投
降
し
て
も
英
雄
で
あ
る
。
ま
た
農
民
階
級
の
革
命
　
性
を
無
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
思
想
感
情
の
点
か
ら
み
て
、
制
約
説
に
　
は
実
質
的
に
投
降
変
節
を
奨
励
し
、
革
命
に
反
対
し
て
い
る
。
こ
れ
は
　
農
民
革
命
家
の
感
情
で
は
な
い
。
全
て
の
革
命
家
が
い
だ
く
べ
き
感
情
　
で
は
な
い
。
」
ま
た
、
投
降
変
節
は
な
ん
ら
時
代
制
約
で
は
な
い
と
い
う
理
由
を
幾
つ
か
一80一
忠王李秀成の評価論争
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
｝
つ
は
、
時
代
制
約
説
は
地
主
階
級
の
立
場
に
た
っ
た
結
論
で
あ
る
。
そ
の
二
つ
は
、
陳
玉
成
は
李
秀
成
と
階
級
、
出
身
、
生
活
が
同
じ
で
同
時
に
革
命
に
参
加
し
同
時
に
王
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
捕
虜
と
な
り
敵
か
ら
投
降
を
す
す
め
ら
れ
て
も
立
派
に
死
ん
で
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
例
は
陳
玉
成
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
に
沢
山
い
る
の
で
、
制
約
説
は
成
立
し
な
い
。
そ
の
三
つ
は
、
李
秀
成
は
敵
や
叛
徒
を
か
ぱ
っ
た
り
、
金
を
与
え
て
逃
が
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
様
に
李
秀
成
の
立
場
に
は
問
題
が
あ
り
、
な
ん
ら
時
代
に
制
約
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
　
次
に
、
李
秀
成
の
太
平
天
国
革
命
に
対
す
る
貢
献
と
功
績
を
主
流
と
し
て
評
価
す
べ
き
だ
と
い
う
説
に
対
し
て
全
面
的
に
反
論
を
提
起
し
た
の
が
　
　
　
　
　
（
お
）
余
明
侠
で
あ
る
。
余
明
侠
は
功
績
主
要
説
を
と
る
【
連
の
人
々
の
名
称
を
　
　
　
　
　
　
　
（
鍵
）
四
人
具
体
的
に
列
挙
し
、
　
　
「
そ
う
い
う
一
連
の
人
々
は
、
そ
う
し
て
こ
そ
全
面
的
に
正
確
な
歴
　
史
的
唯
物
主
義
の
態
度
だ
と
お
も
っ
て
い
る
。
あ
た
か
も
不
偏
不
筒
な
　
公
平
な
論
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
は
羅
爾
綱
の
〃
偽
降
説
〃
が
あ
の
　
よ
う
に
破
綻
百
出
し
た
の
で
、
別
の
角
度
か
ら
李
秀
成
を
弁
護
し
て
い
　
る
の
だ
。
」
　
一
体
、
余
明
侠
が
李
秀
成
の
戦
績
を
こ
と
細
か
に
再
調
査
し
た
動
機
は
、
一
見
公
平
な
論
を
打
破
す
る
た
め
で
あ
る
。
従
来
は
た
ん
に
李
秀
成
被
捕
以
後
の
こ
と
に
つ
い
て
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
論
じ
て
い
る
人
が
殆
ん
ど
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
余
明
侠
の
よ
う
に
李
秀
成
の
戦
績
と
、
被
捕
以
後
の
こ
と
を
つ
き
あ
わ
せ
て
、
二
面
か
ら
評
価
し
、
歴
史
上
に
位
置
づ
け
る
試
み
を
し
た
論
考
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
余
明
侠
の
発
想
と
動
機
は
、
右
に
の
べ
た
こ
と
以
外
、
当
面
の
社
会
主
義
革
命
と
社
会
主
義
建
設
事
業
の
進
行
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
政
治
第
一
主
義
で
あ
る
。
ま
た
そ
う
い
っ
た
立
場
か
ら
し
か
李
秀
成
を
み
よ
う
と
し
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
論
考
が
公
開
さ
れ
た
の
は
一
九
六
五
年
四
月
十
五
日
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
李
秀
成
評
価
論
争
が
燃
焼
し
た
の
は
一
九
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
四
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
余
明
侠
の
論
考
は
死
者
へ
の
と
ど
め
の
い
撃
で
あ
り
、
ま
た
実
権
派
へ
の
襖
で
も
あ
り
、
新
中
国
へ
の
新
な
る
一
歩
で
も
あ
っ
た
。
中
国
史
学
界
の
中
で
、
余
明
侠
の
論
考
は
こ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
た
い
。
結
藍口口
　
李
秀
成
は
し
き
り
と
「
天
命
」
、
「
命
」
、
「
定
」
と
い
っ
た
語
を
『
李
秀
成
供
述
』
の
中
で
使
用
し
て
い
る
。
「
天
命
す
で
に
尽
き
た
」
と
い
っ
た
一
連
の
運
命
論
的
表
現
を
如
何
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
曾
国
藩
を
油
断
さ
せ
る
策
略
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
本
心
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
者
な
ら
ば
政
治
目
的
説
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
後
者
な
ら
ば
、
と
て
も
太
平
天
国
革
命
を
続
行
す
る
姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
『
李
秀
成
供
述
』
は
捕
虜
と
い
う
極
限
の
場
に
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
た
状
況
で
書
か
れ
た
自
供
書
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
李
秀
成
の
運
命
観
に
つ
い
て
材
料
が
少
な
い
の
で
に
わ
か
に
は
断
定
し
が
た
い
。
　
一
体
、
忠
王
李
秀
成
が
〃
防
鬼
〃
と
い
う
大
局
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
一81一
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
李
秀
成
が
〃
防
鬼
”
と
い
う
大
局
判
断
を
基
盤
に
し
て
曾
国
藩
な
ど
の
漢
人
勢
力
と
手
を
結
ん
で
外
国
侵
略
の
防
衛
に
あ
た
ろ
う
と
し
た
と
は
お
も
え
な
い
。
何
故
な
ら
ば
李
秀
成
が
曾
国
藩
と
清
朝
と
の
間
の
矛
盾
を
ど
れ
程
認
識
し
て
い
た
か
疑
問
で
あ
る
。
お
も
う
に
李
秀
成
に
は
排
外
、
排
他
と
い
う
観
念
は
は
な
は
だ
稀
薄
で
あ
る
。
捕
虜
に
対
す
る
そ
の
憎
し
み
が
淡
白
で
あ
る
こ
と
を
傍
証
に
あ
げ
る
。
既
に
「
供
述
書
提
出
の
経
過
、
動
機
に
つ
い
て
」
の
所
で
、
李
秀
成
の
本
質
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
で
も
あ
る
。
　
李
秀
成
は
、
天
王
洪
秀
全
が
考
え
て
い
た
理
想
郷
を
め
ざ
し
て
天
王
に
愚
忠
を
尽
く
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
天
王
が
死
ん
だ
い
ま
、
太
平
天
国
の
火
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
天
王
以
外
で
は
、
一
番
の
師
と
仰
ぐ
翼
王
石
達
開
の
別
行
動
、
更
に
は
後
期
太
平
天
国
革
命
の
二
本
柱
で
あ
っ
た
英
王
陳
玉
成
の
敗
死
。
捕
虜
の
現
在
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
諸
外
国
列
強
の
中
国
侵
略
運
動
。
こ
う
い
っ
た
状
況
が
李
秀
成
を
し
て
、
太
平
天
国
建
設
を
一
時
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
時
は
転
向
の
気
持
が
あ
っ
た
よ
う
に
お
も
え
る
。
処
刑
直
前
に
は
、
こ
れ
ま
で
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
し
、
い
い
た
い
こ
と
も
心
お
き
な
く
書
き
つ
づ
っ
た
。
そ
う
し
た
今
、
喜
ん
で
処
刑
さ
れ
よ
う
と
お
も
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
李
秀
成
は
、
今
日
い
う
よ
う
な
階
級
闘
争
が
理
解
で
ぎ
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
は
違
う
。
何
よ
り
も
諸
外
国
列
強
の
中
国
侵
略
を
感
知
し
て
い
た
の
だ
か
ら
。
ま
た
、
こ
う
い
う
感
知
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
人
も
い
る
。
」
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
絶
対
的
歴
史
主
義
の
立
場
か
ら
下
し
た
評
価
が
全
て
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
当
時
マ
ル
ク
ス
主
義
が
主
流
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
要
素
と
多
く
の
観
点
、
多
く
の
主
義
、
主
張
が
混
在
し
て
い
た
か
で
あ
る
。
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
〈
新
生
V
さ
れ
た
中
国
革
命
史
が
全
て
の
人
々
を
納
得
さ
せ
る
か
と
い
う
と
、
話
は
違
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
（
1
）
　
今
村
与
志
雄
「
太
平
天
国
－
李
秀
成
自
述
の
評
価
と
い
わ
ゆ
る
転
向
問
　
題
に
つ
い
て
l
」
（
『
講
座
現
代
中
国
』
H
、
大
修
館
）
。
　
尚
、
煩
雑
さ
を
避
　
け
る
為
内
外
を
問
わ
ず
敬
称
は
略
し
た
。
（
2
）
　
菊
池
英
夫
「
史
学
革
命
」
（
『
講
座
現
代
中
国
』
m
、
頁
二
四
一
）
。
所
謂
　
「
史
学
革
命
し
に
つ
い
て
は
、
菊
池
の
紹
介
、
解
説
が
あ
る
。
　
（
イ
）
　
「
史
学
革
命
の
展
開
と
文
化
大
革
命
」
（
『
中
国
の
文
化
大
革
命
』
、
㎝
九
　
六
六
年
十
一
月
二
十
日
、
御
茶
の
水
書
房
）
　
菊
池
は
（
イ
）
で
、
　
「
五
七
年
以
後
の
歴
史
学
界
の
論
争
を
、
今
日
の
交
化
大
革
　
命
と
の
関
連
で
眺
め
る
と
き
、
大
約
二
つ
の
論
点
か
ら
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
　
る
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
、
　
「
方
法
論
問
題
」
と
「
歴
史
人
物
評
価
問
題
」
の
二
　
点
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
「
歴
史
人
物
評
価
問
題
」
の
所
で
、
五
九
年
に
お
け
　
る
曹
操
評
価
論
争
、
六
四
年
に
お
け
る
李
秀
成
評
価
論
争
、
六
六
年
の
文
化
大
　
革
命
の
発
端
と
な
っ
た
呉
陰
の
海
瑞
評
価
に
対
す
る
批
判
と
い
う
一
連
の
動
き
　
を
と
り
出
し
、
歴
史
学
的
論
争
が
い
か
に
政
治
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
闘
争
と
　
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
　
『
講
座
現
代
中
国
』
　
皿
で
は
、
（
イ
）
以
後
知
り
得
た
事
実
を
盛
り
こ
ん
で
、
　
「
史
学
革
命
」
の
背
景
　
と
経
過
を
解
説
し
て
い
る
。
一82一
忠王李秀成の評価論争
（
3
）
　
（
イ
）
趙
烈
文
『
能
静
居
士
日
記
』
同
治
三
年
六
月
二
十
日
。
（
『
太
平
天
国
　
史
料
叢
編
簡
輯
』
皿
）
　
（
ロ
）
　
乗
衡
居
士
の
言
『
人
文
月
刊
』
一
の
三
（
羅
爾
綱
『
忠
王
李
秀
成
自
伝
　
原
稿
箋
証
』
第
四
版
増
訂
本
、
頁
三
〇
よ
り
引
用
）
　
（
ハ
）
　
李
国
環
「
太
平
天
国
忠
王
李
秀
成
供
詞
井
祓
」
、
『
学
風
』
七
の
三
、
民
　
国
二
十
六
年
六
【
月
（
4
）
　
（
ロ
）
の
原
文
「
老
九
！
　
何
為
如
此
？
　
各
人
倣
各
人
事
、
何
須
生
気
？
」
。
　
（
イ
）
に
は
こ
の
時
の
忠
王
の
言
は
な
い
。
（
ハ
）
に
は
あ
る
。
（
ハ
）
「
曾
九
、
各
　
為
其
主
、
且
興
滅
無
常
、
今
偶
得
志
、
遽
刑
我
乎
？
」
　　　　　　1098765
））））・））
増
井
経
夫
『
太
平
天
国
』
岩
波
新
書
、
頁
一
五
〇
『
太
平
天
国
革
命
』
頁
一
〇
〇
、
一
〇
一
、
一
〇
二
『
能
晶
静
居
士
日
一
記
』
同
治
一
二
年
六
月
二
十
日
注
3
の
（
ハ
）
『
能
静
居
士
日
記
』
大
曽
根
純
訳
『
太
平
天
国
－
忠
王
李
秀
成
供
状
ー
』
筑
摩
書
房
世
界
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ソ
全
集
1
2
。
李
秀
成
の
供
述
書
に
は
題
名
が
は
じ
め
か
ら
な
い
。
『
李
秀
成
自
述
』
、
『
李
秀
成
供
詞
』
、
『
李
秀
成
供
述
』
な
ど
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
　16
）
　　　（　　（　　（　　（　　（
」＿　15　14　13　12　11
ノ、　　）　　）　　）　　）　　）
　、
『
能
静
居
士
日
記
』
同
治
三
年
七
月
六
日
『
忠
王
李
秀
成
自
伝
原
稿
箋
証
』
四
版
増
訂
本
『
李
秀
成
供
状
』
大
曽
根
訳
三
三
八
頁
『
曾
国
藩
手
書
日
記
』
同
治
三
年
七
月
初
七
日
「
忠
王
李
秀
成
之
死
及
其
供
詞
弁
疑
」
『
北
平
農
報
』
一
九
三
四
年
四
月
十
十
七
日
。
尚
『
太
平
天
国
史
事
論
叢
』
に
転
載
。
「
再
欽
奉
七
月
十
四
日
諭
旨
筋
臣
将
李
秀
成
供
詞
及
奪
獲
偽
印
等
物
賓
送
軍
機
処
備
査
等
因
欽
此
査
李
秀
成
供
詞
、
臣
於
七
月
初
七
日
随
摺
盗
送
軍
機
　
処
、
因
其
所
供
事
実
有
与
歴
年
各
路
奏
章
不
符
老
、
故
批
数
行
於
後
。
因
其
詞
　
太
冗
長
、
故
分
段
粘
紅
簸
於
上
、
凡
百
三
十
葉
、
装
成
　
本
」
　
（
江
蘇
省
博
物
　
館
蔵
抄
本
、
求
閾
斎
奏
疏
）
（
1
7
）
　
「
忠
王
親
筆
供
辞
之
初
歩
研
究
」
（
『
思
想
与
時
代
』
一
九
六
二
年
、
一
〇
三
　
号
）
（
1
8
）
　
曾
国
藩
刊
『
李
秀
成
供
』
。
　
同
供
は
、
北
京
大
学
史
料
室
か
ら
写
真
版
で
　
一
九
三
六
年
復
刻
さ
れ
た
。
九
如
堂
刊
本
な
い
し
北
大
本
で
あ
る
。
こ
の
北
大
　
本
を
下
地
に
し
て
、
広
西
憧
族
自
治
区
通
志
館
が
、
一
般
公
開
さ
れ
た
原
稿
に
　
よ
り
曽
国
藩
に
よ
っ
て
捌
除
さ
れ
た
部
分
を
赤
筆
で
わ
く
外
に
つ
け
た
し
て
中
　
華
書
局
か
ら
一
九
六
一
年
五
月
刊
行
し
た
。
こ
れ
が
『
忠
王
李
秀
成
自
述
校
補
　
本
』
で
あ
る
。
『
校
補
本
』
と
略
。
（
1
9
）
　
「
欽
奉
諭
旨
分
条
覆
陳
摺
」
同
治
三
年
十
二
月
十
三
日
。
（
2
0
）
　
「
関
干
我
写
李
秀
成
自
述
考
証
的
幾
点
説
明
」
『
歴
史
研
究
』
一
九
六
三
年
　
四
期
（
2
1
）
　
同
右
頁
四
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
（
2
2
）
　
同
右
頁
一
六
六
。
羅
は
自
述
と
い
う
。
（
2
3
）
　
頁
一
八
（
2
4
）
　
コ
九
四
四
年
前
広
西
通
志
館
叫
我
作
李
秀
成
自
述
的
考
証
。
通
志
館
対
　
這
一
史
料
的
公
布
採
取
慎
重
的
態
度
、
願
慮
到
公
布
後
会
有
読
者
対
李
秀
成
発
　
生
誤
会
o
」
（
「
関
干
我
写
李
秀
成
自
述
考
証
的
幾
点
説
明
」
）
注
2
0
（
2
5
）
　
こ
の
へ
ん
の
所
は
、
今
村
が
す
で
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
略
す
。
注
1
参
　
照
。
（
2
6
）
・
「
湘
郷
曾
氏
蔵
忠
王
李
秀
成
原
供
考
証
」
（
『
太
平
天
国
史
考
証
集
』
一
九
一83一
　
　
四
八
年
）
　
・
「
忠
王
供
辞
的
価
値
」
（
同
右
の
五
）
　
・
『
忠
王
李
秀
成
自
伝
原
稿
箋
証
』
一
九
五
一
年
　
・
「
関
干
我
写
李
秀
成
自
述
考
証
的
幾
点
説
明
」
（
『
歴
史
研
究
』
一
九
六
三
年
）
　
・
「
忠
王
李
秀
成
自
伝
裏
面
那
些
自
汚
的
話
、
因
何
使
我
個
懐
疑
？
」
（
「
忠
王
　
　
李
秀
成
苦
肉
緩
兵
計
考
」
㈲
『
歴
史
研
究
』
一
九
六
四
年
四
期
、
七
月
）
（
2
7
）
　
偽
造
説
の
根
拠
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
①
所
謂
原
供
A
と
親
筆
答
辞
B
と
忠
王
諭
李
昭
寿
手
書
C
の
三
つ
を
鑑
定
し
　
た
。
A
と
B
は
生
渋
で
C
は
老
練
さ
が
あ
る
。
A
B
と
C
と
は
同
一
人
が
書
い
　
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
結
論
を
得
た
。
偽
造
論
者
年
子
敏
は
、
C
は
忠
王
が
　
つ
か
ま
る
以
前
に
書
い
た
も
の
、
A
と
B
は
つ
か
ま
り
そ
し
て
殺
さ
れ
た
後
、
反
革
命
分
子
の
子
孫
の
家
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
。
故
に
C
を
む
ね
と
す
べ
き
　
で
あ
る
。
ま
た
C
が
忠
王
の
唯
一
の
遣
墨
で
あ
る
か
ら
A
と
B
は
忠
王
の
親
筆
　
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
②
時
間
の
前
後
関
係
か
ら
み
て
、
六
月
二
十
六
日
以
前
に
供
詞
が
あ
っ
た
。
③
文
化
程
度
か
ら
い
っ
て
毎
日
七
千
字
と
は
信
じ
が
た
い
。
　
④
一
貫
し
た
忠
貞
の
態
度
と
自
汚
の
言
は
あ
わ
な
い
。
⑤
ま
た
曾
国
藩
が
偽
供
を
作
製
し
た
の
は
、
主
の
命
を
ま
た
ず
に
殺
害
し
た
た
　
め
に
説
明
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。
　
⑥
階
級
の
利
益
か
ら
も
偽
造
し
た
。
つ
ま
り
天
京
は
落
ち
た
と
い
っ
て
も
ま
だ
革
命
勢
力
は
残
存
し
て
い
る
。
そ
の
勢
力
を
瓦
解
す
る
た
め
に
、
乞
降
語
句
が
充
満
す
る
『
李
秀
成
供
述
』
を
偽
造
し
た
。
年
子
敏
「
評
羅
著
〃
忠
王
李
秀
成
自
伝
原
稿
箋
証
〃
」
　
『
華
東
師
範
大
学
報
』
　
一
九
五
六
年
四
期
。
（
『
新
華
半
月
刊
』
一
九
五
七
年
三
月
に
転
載
）
（
2
8
）
　
羅
爾
綱
「
忠
王
李
秀
成
苦
肉
緩
兵
計
考
」
　
戚
本
萬
「
悠
様
対
待
李
秀
成
的
投
降
変
節
行
為
」
。
　
右
の
二
っ
の
論
考
に
関
し
　
て
、
今
村
の
調
査
（
注
1
）
が
あ
る
。
（
2
9
）
　
《
評
李
秀
成
》
　
「
光
明
日
報
」
一
九
六
四
年
七
月
二
十
五
日
（
3
0
）
　
《
読
戚
本
萬
”
〈
評
李
秀
成
自
述
〉
》
同
右
七
月
三
十
一
日
（
3
1
）
陶
栩
之
「
忠
王
李
秀
成
的
評
価
問
題
」
　
『
学
術
月
刑
』
一
九
六
四
年
八
月
　
謝
永
雄
「
李
秀
成
是
叛
徒
鳴
？
」
「
広
西
日
報
」
一
九
六
四
年
九
月
二
十
六
日
（
3
2
）
　
「
駁
所
謂
〃
局
限
性
〃
」
『
歴
史
研
究
』
一
九
六
四
年
五
期
（
3
3
）
　
「
関
干
李
秀
成
的
戦
績
及
評
価
問
題
」
同
右
、
一
九
六
五
年
二
期
（
3
4
）
　
・
茅
家
埼
「
論
李
秀
成
」
「
交
涯
報
」
一
九
六
四
年
八
月
七
日
　
・
周
行
発
　
注
2
9
　
・
朱
仲
玉
「
英
雄
一
世
、
糊
塗
一
世
」
「
光
明
日
報
」
一
九
六
四
年
八
月
八
日
　
・
一
川
「
不
要
尽
量
美
化
、
也
不
要
一
筆
抹
敏
触
」
　
「
光
明
日
報
」
一
九
六
四
年
　
　
八
月
二
十
四
日
（
3
5
）
　
こ
の
論
争
の
関
係
論
文
に
っ
い
て
、
今
村
（
注
1
参
照
）
が
二
十
四
篇
紹
　
介
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外
の
篇
を
三
篇
紹
介
し
た
い
。
　
・
羅
思
鼎
「
大
節
、
気
節
、
晩
節
－
李
秀
成
問
題
討
論
中
的
所
謂
〃
功
過
〃
　
　
問
題
」
「
光
明
日
報
」
一
九
六
四
年
九
月
三
日
　
・
孟
偉
哉
「
《
李
秀
成
之
死
》
是
一
部
反
動
作
品
」
「
光
明
日
報
」
一
九
六
五
　
　
年
一
月
二
十
二
日
　
・
漏
元
魁
、
李
茂
高
、
沈
潤
浜
「
論
〃
防
鬼
反
為
先
〃
1
駁
李
秀
成
問
題
討
　
　
論
中
的
幾
種
論
調
」
『
歴
史
研
究
』
一
九
六
五
年
五
期
　
呉
晧
の
道
徳
継
承
論
に
対
す
る
集
中
的
批
判
に
対
し
、
近
藤
邦
康
が
次
の
よ
う
　
な
感
想
を
述
ぺ
て
い
る
。
一84一
忠王李秀成の評価論争
「
呉
晧
の
方
は
「
三
た
び
道
徳
に
っ
い
て
」
の
あ
と
何
も
発
言
し
て
い
な
い
よ
う
で
、
対
等
な
自
由
討
論
と
い
う
よ
り
も
、
呉
瞼
の
道
徳
継
承
論
を
恰
好
の
「
反
面
教
材
」
と
見
た
て
た
集
団
的
な
批
判
運
動
と
い
う
感
じ
が
強
く
、
批
判
を
通
じ
て
呉
晧
の
主
張
の
生
れ
て
く
る
基
礎
を
理
論
的
に
ほ
り
く
ず
し
哲
学
界
の
マ
ル
ク
ス
主
義
学
習
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
た
一
方
的
な
運
動
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
個
々
の
論
文
に
出
来
不
出
来
は
あ
る
が
、
と
に
か
く
同
一
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
同
じ
方
向
を
め
ざ
し
て
続
々
と
論
文
が
出
て
く
る
と
、
た
し
か
に
問
題
点
が
段
々
明
確
に
な
っ
て
く
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
、
集
団
的
な
批
判
運
動
の
威
力
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
」
（
「
思
想
史
研
究
と
文
化
大
革
命
」
　
『
講
座
現
代
中
国
』
皿
、
頁
二
〇
八
。
）
李
秀
成
の
場
合
も
呉
喰
の
時
と
同
様
、
集
団
的
な
批
判
運
動
の
威
力
を
感
じ
る
。
近
藤
邦
康
が
右
に
あ
げ
た
部
分
の
前
半
で
い
っ
て
い
る
こ
と
ー
「
対
等
な
自
由
討
論
と
い
う
よ
り
も
」
ー
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
反
右
派
闘
争
に
よ
り
一
九
五
〇
年
代
の
終
り
ご
ろ
か
ら
、
流
れ
と
し
て
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
反
右
派
闘
争
に
つ
い
て
菊
池
英
夫
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
「
反
右
派
闘
争
に
よ
り
資
産
階
級
史
家
の
右
翼
は
党
に
反
対
す
る
学
術
政
策
を
公
然
と
押
し
す
す
め
る
こ
と
が
い
よ
い
よ
難
し
く
な
り
、
反
動
史
学
思
想
を
売
り
さ
ば
く
市
場
は
縮
少
し
、
極
端
な
唯
心
主
義
的
理
論
を
公
然
と
掲
げ
て
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
L
　
（
「
史
学
革
命
」
『
講
座
現
代
中
国
』
H
、
頁
三
〇
、
三
四
、
三
五
．
）
こ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
常
ひ
ご
ろ
歴
史
的
唯
物
史
観
に
よ
っ
て
歴
史
を
扱
う
こ
と
を
提
起
し
て
い
た
羅
繭
綱
が
、
主
観
唯
心
主
義
で
あ
る
と
戚
本
萬
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
。
i
「
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
い
う
と
、
我
々
は
動
機
と
効
果
が
互
い
に
統
一
し
た
観
点
で
問
題
を
観
察
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
投
降
変
節
の
実
践
が
あ
れ
ば
投
降
変
節
の
動
機
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
わ
た
し
は
羅
先
生
の
問
題
研
究
の
方
法
は
主
観
唯
心
主
義
で
あ
る
と
思
う
。
」
（
注
2
8
参
照
）
こ
の
こ
と
は
体
制
が
社
会
主
義
体
制
へ
と
変
化
し
て
も
、
人
間
の
意
識
は
簡
単
に
は
変
革
さ
れ
な
い
こ
と
を
物
語
る
一
例
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
中
国
は
、
魂
の
革
命
－
文
化
大
革
命
ー
を
ど
う
し
て
も
断
行
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ソ
ビ
エ
ト
の
轍
を
踏
ま
な
い
た
め
に
も
。
一85一
「
